
ニューギニアヤリガタリクウズムシについて

一小笠原の固有陸産貝類への脅威一

大　林　隆　司★（東京都病害虫防除所／小笠原野生生物研究会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約

　小笠原諸島では現在、さまざまな外来種に対する対策がとられつつあるが、その中で最

近よく話題にのぼる“ニュー一ギニアヤリガタリクウズムシ”について、発見から国外・国

内の分布拡大までの経緯、小笠原諸島への侵入の経緯、生物的防除の素材としての認識か

ら“侵略的外来種”としての認識への変化を述べるとともに、小笠原諸島における侵入確

認後の研究を概説した。また、本種に関する最近の話題（外来生物法、広東住血線虫との

関係、小笠原でとられつつある対策）についても述べた。

1．はじめに

　本年（2006年）1月の各新聞などで報じられたとおり、環境省は小笠原諸島を世界自然

遺産の暫定リストに推薦する方針を固めた。これに先立つ2003年の「世界自然遺産候補地

に関する検討会」では、小笠原諸島は2005年に登録された知床や、琉球諸島（鹿児島、沖

縄県）と共に「基準に合致する可能性が高いと判断された地域」として挙げられていた。

しかし、同時に、「（小笠原諸島は）移入種（以下、外来種と記す）対策を早急に講じる必

要がある」という指摘も受けていた。

　世界自然遺産への登録という目的に限らず、現在小笠原ではさまざまな外来種対策が実

施されつつあるが、本稿では小笠原の外来種の中で最近よく話題にのぼる“ニューギニア

ヤリガタリクウズムシ”について、小笠原における本種の現状を中心に述べてみたい。

　なお、本種は、「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（いわゆ

る「外来生物法」）に基づく、国指定の特定外来生物第1次指定対象種（小笠原に導入され、

現在でも分布するグリーンアノールやオオヒキガエルなどが含まれる）の指定からは漏れ

ていたが、2006年2月1日付けで、ヤマヒタチオビ（小笠原に導入・分布）などと共に第2

次指定対象種に指定された（本法では、指定対象種を野外に放飼すると罰則の対象になる

ため、未侵入地域（父島以外の母島や兄島など）への意図的な放飼に対しての抑止効果は
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あると考えられる）。

∬．どういう動物か

1．発見から生物的防除への利用まで

　ニューギニアヤリガタリクウズムシ（Platydemus〃manokωari　de　Beauchamp，1962：以下、

リクウズムシと記す：写真1）は、扁形動物門渦虫綱三岐腸目に属し、淡水棲のプラナリ

アや陸棲のコウガイビルなどの仲間であり、1960年代に、現在インドネシア領西パプアの

西イリアンジャヤ州（Irian　Jaya　Barat：ニューギニア島）の首都マノクワリ（Manokwari）

で発見された（de　Beauchamp，1962；Schreurs，1963；Mead，1979；Ogren　and　Kawakatsu，

1988a；大河内、2002）。種名は発見地点に由来する。体長は最大で10　cmに達し、比較的大

型の種であるが、夜行性であるため、日中目撃することはなかなか困難である（日中は

湿った倒木や石などの裏に張り付いていることが多い）。

　リクウズムシは1970年代から1980年代にかけて、環太平洋地域に導入・侵入したアフ

リカマイマイAchatina（Lissachatina）fulica　Bowdich，1822の生物的防除のために各地に

導入された（Muniappan，1983，1987，1990；Muniappan　8’砿，1986）。その結果、確かにアフ

リカマイマイの防除には大きな成果があったが、同時に、ほとんどの導入・侵入地域で多

くの固有種を含む陸産貝類が絶滅に追い込まれた（Clarkeθ’磁，1984；Hopper　and　Smith，

1992；大河内、2002；Winsor　et　al．，2004）。

　リクウズムシに関して、Waterhouse　and　Norris（1987）は、“Two　hundred　specimens

were　sent　to　Yokohama，　Japan　in　1984，1）ut　their　fate　is　not　recorded（G．　Duhamel　pers．

comm．1985）”と記している。当時、横浜植物防疫所調査研究部において、グアム島およ

びフィリピンから生きたリクウズムシを輸入し、同所実験室内で隔離飼育し、本種の生育

条件や繁殖能力、飼育方法などの研究が行われた（北川・一戸、1986；金田・一戸、1987；

Waterhouse　and　Norris，1987；金田ら、1989；Kaneda召’磁，1990，1992；横浜植物防疫所、

1991）。この飼育群のうち、6個体は‘川勝チーム’に分与され、核学的・分類学的研究に

使用された（Okiθ’砿，1988，1995；Kawakatsu　8’磁，1992）。なお、上記の生体は研究終了

後に殺処分され、一部の固定標本と分類学研究用のスライド類がKawakatsu’s　Collectionと

して残された（川勝博士、私信）。

　なお、リクウズムシは非意図的な不測の事態によっても、環太平洋地域の各地に侵入し

た（Kawakatsu　et　al，，1992；Elderedge，1994）。

一24一



大林：ニューギニアヤリガタリクウズムシについて一小笠原の固有陸産貝類への脅威

2．侵略的外来種としての認識へ

　以上のような現状から、本種は現在“侵略的外来種”であるという認識がなされており、

国際自然保護連合（IUCN）が2000年に作成した「世界の侵略的外来種ワースト100」に

も含まれている（村上・鷲谷、2002：これにはやはり小笠原に導入され、現在でも分布す

るアフリカマイマイ（写真2）やヤマヒタチオビEuglandina　rosea（F6russac，1821）（写真

3）も含まれている）。表1に、リクウズムシの発見からその後の分布拡大について示した

（Elderedge，1994に加筆・修正）。

表1　ニューギニアヤリガタリクウズムシの発見から分布拡大1》

年 地域

1962

1977－1978

1980

1981

1981－1982

1984

1985

1985

1985－1987

1988

1990

1991

1992

1992

1992

1993

1995

2001

2002

2002

New　Guineaで発見

Guam2）

Guani周辺

Saipan

Bugsuk　Is．（Philippins）＊lntroduced

Tinian　Is．（Mariana　Is．）

Manila（Philippins）

Maldives＊Introduced
Queensland（Australia）2）

Rota　Is．

Okinawa　Is．（Japan）

Palau　Is．

Ulong

Aguij　an

Oahu　Is．（Hawaii）

Pohnpei
Chichijima　Is．（Ogasawara（Bonin）Is．，　Japan）3）

Upolu　Is．（Samoa）4）

Tonga5）

Vanuatu，　Fiji　Is．5）

1）Elderedge（1994）に加筆・修正．

2）Waterhouse　and　Norris（1987）．

3）Kawakatsu　et　al．（1999）．

4）Cowie（2002）．

5）Food　and　Agriculture　Organization　of　the　United　Nations　Sub－regiona1

　0f伍ce　for　the　Pacific　Islands（SAPA）（2002）．
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3．日本国内、小笠原への侵入

　日本国内における分布記録は、1990年10月に沖縄本島南部で発見されたのが最初で、

約380地点中130地点（約50市町村中40市町村）から記録された（伊藤、1992（この文献

は事業報告的性格のものである）；Kawakatsu　6’砿，1993）。

　小笠原諸島への侵入は、1990年代前半から指摘されていた（冨山、1994）が、1995年以

降からの大河内らの調査により、1995年9月に父島・三日月山において初めて確認された

（Kawakatsuθ’砿，1999；大河内、2004）。当初、分布記録は父島の北西部に限られていたが

（Kawakatsu　op　cit．）、その後の調査で父島の東部と南部の海岸地域を除くほぼ全域に分布

が拡大していることが明らかとなった（Ohbayashiθ’砿，2005）。なお、2005年末現在、父

島以外での分布は確認されていない（硫黄島に侵入したという情報もあるが、未確認）。

　リクウズムシがどこからどのように小笠原（父島）に侵入したのかを知ることは不可能

である。しかし、1996年に、父島で、琉球列島に分布するセミ2種（クロイワニイニイ・

クマゼミ）が発生したことがあり、調査の結果、植裁用に沖縄本島から土付きで取り寄せ

た樹木の根周りに幼虫が含まれていたために発生したことが明らかとなった（大林・竹内、

1998）。セミが侵入可能であるということは、もっと小型のリクウズムシの侵入はさらに

容易であると考えられる。小笠原よりも早い1990年に、リクウズムシの侵入が確認されて

いた琉球列島から持ち込まれた可能性も否定できない。なお、小笠原村では1998年4月か

ら「母島へのイエシロアリ等の侵入防止に関する条例」が施行された。本条例は、本土の

イエシロアリが発生している地域からの植物の持ち込みを制限しているため、現在では沖

縄方面からの移入は減っていると思われるが、条例施行以前には、頻繁に移入されていた

可能性が高い。

皿．小笠原における分布確認後の研究

　先に述べたとおり、小笠原でリクウズムシの侵入が確認されたのは1990年代に入ってか

らであるため（Kawakatsuθ’鳳，1999）、小笠原における本種の研究は生物的防除への利用

のための研究ではなく、“侵略的外来種”の観点からの研究が中心となっている。

1．小笠原固有陸産貝類の減少要因としての確認

　小笠原のリクウズムシは、固有陸産貝類の減少要因調査の過程で、父島に侵入している

ことが確認されたが（大河内ら、2003）、室内実験で確かにカタマイマイ類を捕食するこ

とが確認された。また、生きたカタマイマイ類を入れた2種類のトラップ（リクウズムシ

を含む陸棲のプラナリア類が侵入可能な網製のものと、侵入不可能な不織布製のもの）を
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父島内の野外に設置した場合、網製のトラップのみで死亡が確認されたことから、リクウ

ズムシが減少要因である可能性が示された（大河内・佐藤、1998）。

2．リクウズムシの食性（他の陸産貝類捕食者との関係）

　リクウズムシは陸産貝類のみを食べるとされていたが、他のものも食べることが示唆さ

れていた（Waterhouse　and　Norris，1987）。　Kaneda　et　al．（1990）は、“生きたミミズと牛の

レバーは食べなかった”と報告した。また、Schreurs（1963）やHopper　and　Smith（1992）

は、捕食性陸産貝類（ヤマヒタチオビなど）の死貝が見られる地点に多数のリクウズムシ

が見られることを示唆していた。しかし、リクウズムシがヤマヒタチオビを食べるかどう

かは未確認であった。

　Ohbayashi　8’磁（2005）は、父島で、既に生きた陸産貝類がいない地域にも多数のリク

ゥズムシが分布することを指摘し、野外観察で生きた陸産貝類以外に死んだミミズや死ん

だ陸産貝類（ヤマナメクジ）を摂食し、生きたオガサワラリクヒモムシ（Geonemertes

Pelaensis　Semper，1863）を捕食していることを確認した。また、初めて生きたヤマヒタチ

オビを捕食していることも確認した。さらに、実験室内でも、生きた陸産貝類（ヤマヒタ

チオビを含む）以外に、生きた陸棲プラナリア類（リクウズムシ同種間の共食いは認めら

れなかった）や、生きたリクヒモムシを捕食、また、死んだミミズを摂食することを確認

した。なお、捕食の対象となった小笠原諸島産の陸棲プラナリア類（父島・母島のリクウ

ズムシを除いた既知種）は次の5種である（Kawakatsu　et　al．，1999；Okochi　et　al．，2004；

Kawakatsu　et　al．，2005）：ワタリコウガイビルBipatiu〃i　leeωense　Moseley，1878；Bipalium

muninense　Kawakatsu　Sluys＆Ogren，2005★（以前の文献ではBipalium　sp。3、研ρα1勿〃z　sp．

などの仮名称で表記されていた（oki　2’砿，1991；okochi　8’磁，2004））；Platyde〃zus．sp．－1★；

Platyde〃zus・sp．－2；．A％s吻10φσ6哲oαsp．★（★は貝類捕食性）。

　現在父島ではかつて記録されたリクウズムシ以外の陸生プラナリア類（Ogren　and

Kawakatsu，1988；Oki　et　al．，1991；Kawakatsu　et　al．，1999）がほとんどいなくなっているが、

後から侵入したリクウズムシによる直接の捕食ならびに種問競争により減少した可能性が

示唆されている（大林、2002）。

　以上の結果から、リクウズムシは、将来もし陸産貝類がほとんど絶滅しても生存が可能

であり、今後も父島の生物多様性に影響を与えていく可能性があることが示唆されている

（Oh1）ayashi　et　al．，2005）o
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3．リクウズムシの耐海水性

　父島以外へのリクウズムシの移動を阻止することは、父島以外に残された固有陸産貝類

の保全のために重要である。大林（2005）はリクウズムシの海水に対する耐性を調査した。

φ9cmのプラスチック容器にろ紙を敷き、等倍ならびに蒸留水で薄めた（2倍、5倍、10

倍）海水をしみこませ（対照区は蒸留水）、そこにリクウズムシ、アフリカマイマイ幼貝、

オナジマイマイ成貝を放飼し、経過を観察した。その結果、マイマイ類に死亡個体はな

かったが、リクウズムシは10倍に薄めた海水でも死亡個体が生じ、属島上陸の際に靴底を

海水に浸すことには意味があることが裏付けられた。この結果はその後の分布拡大防止策

に活かされている（IV．－2を参照）。

N．リクウズムシに関するその他の話題

1．広東住血吸虫との関係

　リクウズムシの捕食対象となるアフリカマイマイは、ヒトに寄生（感染）すると好酸球

性髄膜脳炎を発症する広東住血線虫A　ngiostro　ngylus　cdntonensis（Chen，1935）（olim

Pa　rastrongylus）（擬円形線虫上科（Metastrongyloidea））の中間宿主として知られている

（東、1995）。なお、Hadfield（1986）によれば、ヤマヒタチオビも中間宿主になるという。

また、Mead（1963）は、アフリカマイマイの捕食者であるハワイの固有陸生プラナリア

Endeavouria　sePtemlineata（Hyman，1939）（olim（；eoplana）が広東住血線虫の中間宿主と

なることを示している。それではリクウズムシと広東住血線虫との関連はどうなのであろ

うか？

　この疑問に答える調査研究結果が、最近沖縄県から報告された（安里ら、2003；Asato

6’鳳，2004）。これらの報告によれば、最近、沖縄では原因不明の感染源からの感染が増加

しているため調査した結果、新たにチャコウラナメクジの類似種とリクウズムシからヒト

への感染源となる第3期幼虫（B）が高率に検出された。また、リクウズムシを切断する

とL3の遊出が見られた。さらにリクウズムシはキャベツ葉の裏側への付着が確認されて

いるとのことである。したがって、リクウズムシが付着したキャベツがスライサー等で千

切りにされることで、野菜類が汚染されることは、十分考えられるとのことである。以上

より、今後、リクウズムシは、衛生害虫としての側面も持つことになったといえよう。小

笠原のリクウズムシについては、広東住血吸虫の感染率調査は実施されておらず、今後早

急な調査を行う必要があるだろう。また、リクウズムシが野菜に付着するということは、

農業にとっても有害であり、母島への侵入はこの点からも阻止すべきである。
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2．今後の課題と小笠原現地で取られつつある対策

　先に述べたとおり、リクウズムシは、1990年代に父島に侵入したと推測されているが、

極めて幸いなことに、現時点でも父島以外の島々には侵入していない（硫黄島に侵入した

という情報もあるが、未確認）。カタマイマイ類が壊滅状態の父島を除き、母島や兄島に

はまだ多くのカタマイマイ類が何とか生き残っている。いったん侵入したリクウズムシを

駆除することは極めて困難なので、今後は「いかにして本種を未侵入地域に入れないか」

を重点的に考えていくことが必要となろう。また、島々や地域ごとに多くの種に分かれた

カタマイマイ類（Chiba，2003）を種ごとに保護し、増殖することも実施せざるをえないだ

ろう。

　以上をふまえて、現在小笠原ではリクウズムシを含む外来種の分布拡大防止対策が取ら

れつつある。ひとつは、「小笠原の公共事業における環境配慮指針（公共事業環境配慮指

針）」である。これは、東京都が小笠原諸島の世界自然遺産への登録を目指して2003年10

月に設置した「小笠原諸島における世界自然遺産登録に関する推進会議およびプロジェク

トチーム」が取りまとめたものである。本指針の中で、外来種の分布拡大予防措置や、第

三者による審査機関の設置がうたわれている。例えば、現在実施中の兄島ノヤギ排除事業

（植生回復事業）においても、海水による資材の洗浄や、ヘリコプタv・・一による資材運搬

（運搬回数を減らすことで外来種の移動の可能性を低くできる）が実施され、また、その

際には第三者によるチェックも実施されている。もうひとつは、父島一母島問の移動防止対

策である。これは、2005年8月からの普及啓発段階を経て、2006年度から本格実施される

予定である。具体的には、宿泊施設・ははじま丸（父島一母島定期連絡船）船客案内所・同

船内へのポスター掲示・船内放送による啓蒙や、乗船前の靴底のブラッシング・洗浄など

である。今後は、より簡便で実効性のある移動防止対策の開発が必要となってくるだろ

う。
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